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１．研究開発の目的 

天然物由来の糖鎖は食後高血糖抑制や血糖コントロール改善作用が報告されており、腸内細菌やそ

の代謝物は腸内環境改善に繋がっていることも周知の事実である。 

本研究者らは、予防医学の観点から様々な疾病に対する予防バイオマーカーを発見し、機能性糖鎖

としてガラクトマンナンを投与した時に変動したことなどを見出している。さらに、ガラクトマンナ

ンは、消化管機能分子の遺伝子発現に影響を与え、糖尿病症状の改善などに寄与することも確認して

いる。 

本研究課題では、機能性糖鎖による糖尿病などの発症を未然に予防することを目的とし、様々な食

品への応用を可能とし、一般消費者や医療分野での積極的な利用が図られ、糖尿病発症や改善に貢献

するものとする。 

 

２．研究開発の概要 

①成果 

本研究課題は、予防医学の観点から 1.糖尿病などの発症抑制に効果のある最適な機能性糖鎖を幾

つかのアッセイ系を用いて開発し、2.それらの作用機序を調べることにより作用の分子メカニズム

を明らかとし、3.ヒトでの有効性を調べることにより、特に早期に発症を低減する抗糖尿病機能性

糖鎖の開発、を実施する。 

 これらを実施することにより、日本国民に広く利用される抗糖尿病機能性糖鎖開発、しいては抗メ

タボリックシンドローム糖鎖開発が可能となる。結果的に、有効な機能性糖鎖として様々な食品へ展

開し、一般消費者や医療分野での積極的な利用が図られ、国民の健康や国家全体の医療費削減等に貢

献できるものと期待される。 

研究開発目標 成果 

①糖尿病などの発症抑制に効果のあ

る最適な機能性糖鎖を幾つかのアッ

セイ系を用いて開発する 

②それらの作用機序を調べることに

より作用の分子メカニズムを明らか

とする 

③ヒトでの有効性を調べることによ

り、特に早期に発症を低減する抗糖

尿病機能性糖鎖を開発する 

①動物や培養細胞を用いたアッセイ系を用い

て、最適な機能性糖鎖はガラクトマンナンであ

ると同定することに成功した。 

②動物や培養細胞を用いた試験系を立上げ、メ

カニズムを詳細に解析することにより、作用機

序を推定するに至った。 

③食品に求められる抗糖尿病に対する活性とし

て、食後高血糖の抑制作用を信頼性の高い試験

系により証明した。 



 
 

②今後の展開 

学会や論文などに発表し、さらに、特定保健用食品や機能性表示食品の認可を受けることにより、

研究開発成果を日本国民が利用できるものとするとともに、機能性糖鎖ガラクトマンナンを生体

に投与した際の腸内細菌やその代謝産物に着目した網羅的解析を行うことにより、本研究課題を

発展させた研究開発を進め、より機能性の高い製品の開発を進める予定である。 

 

３．総合所見 

本研究課題は、機能性糖鎖ガラクトマンナンを用い、特定保健用食品(血糖値上昇抑制)を狙って

開発が実施されたものである。1日 1回経口投与の臨床試験を実施し、投与 30分、60分後の血糖値

を有意に抑制することが実証され、今後、企業により特定保健用食品としての承認が取得できれば

目標は達成されたと評価する。 

さらに、大学において、ガラクトマンナンの作用が種々研究され、下痢、便秘、肝炎、腸炎など

の治療効果について、今後の研究により確認されることを期待する。 

 

※記載の情報は平成２８年１月時点の情報です。 

 


